「政府開発援助（ＯＤＡ）無償資金協力事業紹介セミナー」の開催（ご案内）
昨今、開発途上国の経済発展や持続的な社会発展・貧困削減の動きの中で、我が国も環境・気候変動、食料、資源などグローバルな問題に直面していますが、これらの問題を解決するにあたり、公的セクターのみならず民間セクターの役割の重要性は増すばかりです。さらに今日の経済情勢の下、開発途上国におけるビジネス・投資環境を整備し、開発事業リスクを軽減していくため、本邦企業と連携したＯＤＡ事業への期待が高まっています。このため、独立行政法人国際協力機構（以下ＪＩＣＡ）は開発協力のパートナーである民間企業との連携の強化を進めています。
このような状況のなかでＪＩＣＡは、ＯＤＡ事業の裾野を広げ、日本経済の活性化に役立つよう「政府開発援助（ＯＤＡ）無償資金協力事業紹介セミナー」を下記のとおり開催いたします。
今回のセミナーでは、ＯＤＡ事業の中でも本邦企業が受注者となる一般プロジェクト無償（無償資金協力
）を中心とした内容とし、関東地区に拠点をお持ちの多くの企業の皆様に本事業の概要や最近の動向、事例をご紹介して我が国のＯＤＡ事業についてご関心・ご理解を高めるとともに、ＯＤＡ事業参加機会に関する情報を提供したいと考えています。

ご多忙の折、まことに恐縮ですが、関係の皆様にご回覧・情報共有いただき、途上国におけるビジネス展開を積極的に推進、検討されている企業の皆様からより多くのご出席を賜りますよう、何卒お願い申し上げます。

記
· 日時：2011年3月10日（木）10：00～13：00（途中入退場可）
· 場所：JICA地球ひろば　講堂　（〒150-0012 東京都渋谷区広尾4-2-24）
地図（http://www.jica.go.jp/hiroba/about/map.html）

· 主催：(独）JICA国際協力機構
· 参加費：無料

· 対象：わが国無償資金協力事業の参加経験がなく、海外事業への新規参入を検討している建設会社、機材メーカー、商社等の企業。
· 参加方法：別添申込書に必要事項をご記入の上、タイトルを「セミナー申し込み」として下さい。　メール宛先：gltpl@jica.go.jp（2010年3月3日(金)17時必着）
テーマ：「我が国の政府開発援助（ＯＤＡ）概要と本邦企業の参加促進について（仮題）」

（1）政府開発援助（ＯＤＡ）概要（調整中）
（2）無償資金協力事業について（ＪＩＣＡ資金協力支援部）

（3）無償資金協力受注企業による事例紹介（受注企業２社より）
（4）民間連携について（ＪＩＣＡ民間連携支援室）

（5）国際協力キャリア総合情報サイト「PARTNER」活用方法（ＪＩＣＡ国際協力人材部）

（6）質疑応答・個別相談
「政府開発援助（ＯＤＡ）（無償資金協力）事業紹介セミナー」参加申込書

下記にご記入の上、3月3日（木）17時までに以下のアドレスへご送付ください。

（JICA資金協力支援部　計画・調整課代表　gltpl@jica.go.jp）
	ご所属： ※　


	部署名：


	役職：


	お名前：　※


	ご住所：　
〒

	電話番号：※

	FAX番号：

	Emailアドレス：　※

	参加人数：　※

	本セミナーの内容に関連して、あらかじめご関心のある点やご質問事項等あれば、ご記入ください。




（※は入力必須項目）
ご記入いただきました情報は、本セミナーの円滑な運営のみに使用させていただきます。

＜お問い合わせ先＞

ＪＩＣＡ資金協力支援部　計画調整課 

担当　高柳/ TEL: 03-5226-9209（直通）

Email: takayanagi.chihiro@jica.go.jp 







�無償資金協力とは、被援助国（開発途上国）等に対し返済の義務を課さない資金協力であり、開発途上国の経済社会開発に資する計画に必要な資機材、設備および役務（技術および輸送等）を調達する資金を供与（贈与）するものです。政府開発援助（ODA）のうち二国間で行われ、返済を求めない協力には無償資金協力と技術協力とがあります。そのうち医療や給水、農村開発、運輸交通などの基礎的な分野において、病院、学校、道路等の建設を行う「施設の建設」や、医療機材や教育訓練機材等の調達を行う「資機材の調達」など、主にハード面での協力を行うのが無償資金協力です。http://www.jica.go.jp/activities/schemes/grant_aid/summary.html(JICAホームページ)








